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やってみようB50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49B

　
文
節 

次
の
各
文
を
、〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
｜
線
で〈　

〉
内
に
示
し
た
数
の
文
節
に

分
け
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1

〈
各
完
答
２
点
×
３
〉

〈
例
〉
花
が
｜
美
し
く
｜
咲
く
。〈
三
文
節
〉

①　

私 

の
家 

の
近 

所 

は
坂 

道 

が
多 

い
。〈
五
文
節
〉

②　

旅 

先 

で
撮 

っ 

た
写 

真 

を
見 

せ 

る
。〈
四
文
節
〉

③　

暑 

い
夏 

よ 

り
寒 

い
冬 

が
好 

き 

だ
。〈
五
文
節
〉

①
「
私
の
」
で
一
文
節
。
③
「
暑
い
」「
夏
よ
り
」
と
分
け
る
よ
。

ヒ
ン
ト

　
単
語 

次
の
各
文
は
三
つ
の
単
語
に
分
け
ら
れ
る
。〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
｜
線
で
分

け
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1

〈
各
完
答
２
点
×
３
〉

〈
例
〉　

犬
｜
が
｜
走
る
。

①　

富 

士 

山
に
登 

る
。

②　

コ 

ー 

ヒ 

ー
は
苦 

い
。

③　

今 

日
だ 

け
休 

む
。

　
主
・
述
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
は
述
語
で
あ
る
。
こ
の
述
語
に
対
す
る
主

語
を
、　　

線
部
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
２
点
×
３
〉

①　

動
物
は　

鳴
き
声
で　

仲
間
に　

危
険
を　

知
ら
せ
る
。 

ガ
イ
ド

 
 

2
　

②　

あ
そ
こ
に　

見
え
る　

建
物
が　

市
立
の　

図
書
館
だ
。 

③　

彼
女
は　

彼
が　

描
い
た　

絵
を　

買
っ
た
。 

①
「
誰
が
」
知
ら
せ
る
の
か
を
考
え
よ
う
。
②
「
ど
れ
が
」
図
書
館
な
の
か
を
考
え
よ
う
。

③
「
誰
が
」
買
っ
た
の
か
を
考
え
よ
う
。

ヒ
ン
ト

123
ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

入試に出た
漢字 ① ぜったい あきらめない。　② 鳥の声をろくおん する。　③ 次の角をさせつ する。

　
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
は
、
ど
の
言
葉
を
修
飾
し
て
い
る
か
。

　
　

線
部
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
４
点
×
３
〉

①　

赤
い　

折
り
紙
を　

使
っ
て　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を　

作
る
。 ガ

イ
ド

 
 

2
　

②　

こ
の　

本
は　

私
の　

い
ち
ば
ん
の　

お
気
に
入
り
だ
。 

③　

今
朝　

二
台
の　

車
が　

猛
ス
ピ
ー
ド
で　

通
過
し
た
。 

　
　

線
部
と　
　

線
部
を
つ
な
げ
て
、
意
味
が
通
る
も
の
を
選
ぼ
う
。

ヒ
ン
ト

　
文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
と　
　

線
部
の
文
節
の
関
係
は
、
あ
と

の
ど
れ
と
同
じ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
５
点
×
４
〉

①　

ま
ず 

自
分
で 

考
え
て 

み
る
。 

ガ
イ
ド

 
 

2
　

 

②　

彼
に
は 

明
日
、
ぼ
く
が 

説
明
す
る
。 

③　

父
と 

母
が 

試
合
の 

応
援
に 

来
る
。 

④　

今
回
の 

目
的
地
は 

か
な
り 

遠
い
。 

　

ア　

私
は 

ト
マ
ト
と 

レ
タ
ス
が 

好
き
だ
。（
並
立
の
関
係
）　　

　

イ　

駅
ま
で 

ゆ
っ
く
り 

歩
く
。（
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
）

　

ウ　

静
か
に 

い
す
に 

座
っ
て 

い
る
。（
補
助
の
関
係
）　　

　

エ　

今
日
の 

波
は 

お
だ
や
か
だ
。（
主
・
述
の
関
係
）

4

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

5

①
「
富
士
山
」、
②
「
コ
ー
ヒ
ー
」

は
一
つ
の
単
語
だ
よ
。
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100
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24
文
の
組
み
立
て
を
学
習
し
よ
う

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49A

解答・解説集

　
言
葉
の
単
位 

次
の
文
章
は
、
言
葉
の
単
位
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
空
欄
①
〜
③

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
書
き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 

p. 

48 

1

〈
４
点
×
３
〉

＊ 

言
葉
の
単
位
は
五
つ
あ
る
。
最
も
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
る
と
、

　

文
章
（
談
話
） 
↓ 
①

 

↓ 

②

 

↓ 

③

 

↓ 

単
語 

と
な
る
。

 

①　

　
　

②　

　
　

③　

①
〜
③
に
は
「
文
」「
文
節
」「
段
落
」
の
ど
れ
か
が
入
る
よ
。「
段
落
」
は
い
く
つ
か
の

「
文
」
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
。「
文
」
は
い
く
つ
か
の
「
文
節
」
か
ら
で
き
た
も
の
。

ヒ
ン
ト

　
文
節 

次
の
文
に
つ
い
て
、
正
し
く
文
節
に
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1

〈
４
点
〉

ア　

私
は
母
と
／
駅
に
／
行
く
。 

イ　

私
は
／
母
と
／
駅
に
行
く
。

ウ　

私
は
／
母
と
／
駅
に
／
行
く
。

エ　

私
／
は
／
母
／
と
／
駅
に
／
行
く
。

「
文
節
」
は
、「
ネ
」
を
入
れ
て
区
切
れ
る
ま
と
ま
り
。「
私
は
」
は
一
つ
の
文
節
だ
よ
。

ヒ
ン
ト

12

　
単
語 

次
の
文
に
つ
い
て
、
正
し
く
単
語
に
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1

〈
４
点
〉

ア　

遠
足
／
の
／
グ
ル
ー
プ
／
を
／
く
じ
で
／
決
め
る
。 

イ　

遠
足
／
の
／
グ
ル
ー
プ
／
を
／
く
じ
／
で
／
決
め
る
。

ウ　

遠
足
の
／
グ
ル
ー
プ
／
を
／
く
じ
／
で
／
決
め
る
。

エ　

遠
足
の
／
グ
ル
ー
プ
を
／
く
じ
で
／
決
め
る
。

　

文
節
に
分
け
て
か
ら
、
さ
ら
に
単
語
に
区
切
ろ
う
。

ヒ
ン
ト

　
文
の
成
分 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
の
文
の
成
分
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

2

〈
５
点
×
３
〉

①　

調
子
が 

悪
い
。
だ
か
ら
、
無
理
は 

し
な
い
。 

① 

　

② 

②　

う
れ
し
い 

知
ら
せ
に
、
笑
み
が 

こ
ぼ
れ
る
。

③　

親
し
い 

友
と
の 

会
話
は 

い
つ
も 

楽
し
い
。 

③ 

　

ア　

主
語　

イ　

述
語　

ウ　

修
飾
語　

エ　

接
続
語　

オ　

独
立
語

　
文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の　
　

線
部
と　
　

線
部
の
文
節
の
関
係
を
、
あ
と

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

2

〈
５
点
×
３
〉

①　

北
か
ら 

風
が 

吹
く
。 

① 

　

② 

　

③ 
②　

新
し
い 

靴
を 

履
い
て 

学
校
に 

行
く
。

③　

常
に 

予
備
の 

電
池
を 

置
い
て 

い
る
。

　

ア　

主
・
述
の
関
係　

 

イ　

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係　

 

ウ　

接
続
の
関
係

　

エ　

独
立
の
関
係　
　

 

オ　

並
立
の
関
係　
　
　
　
　

 

カ　

補
助
の
関
係

345

主
語
と
述
語

修
飾
す
る
・
修
飾
さ
れ
る

前
後
を
つ
な
ぐ

他
の
文
節
と
直
接
関
係
し
な
い

文
節
ど
う
し
が
対
等

下
が
上
に
意
味
を
添
え
る

④ 違いをきょうちょう する。　⑤ 野生動物のほんのう 。　⑥ 収入がばいぞう する。

  p.25

「
遠
足
の
」
は
二
つ

の
単
語
に
分
か
れ
る
よ
。
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文
節 

次
の
各
文
を
、〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
｜
線
で〈
　
〉
内
に
示
し
た
数
の
文
節
に

分
け
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1
〈
各
完
答
２
点
×
３
〉

〈
例
〉
花
が
｜
美
し
く
｜
咲
く
。〈
三
文
節
〉

①
　
私 

の
｜
家 

の
｜
近 

所 

は
｜
坂 

道 

が
｜
多 

い
。〈
五
文
節
〉

②
　
旅 

先 

で
｜
撮 

っ 

た
｜
写 

真 

を
｜
見 

せ 

る
。〈
四
文
節
〉

③
　
暑 

い
｜
夏 

よ 

り
｜
寒 

い
｜
冬 

が
｜
好 

き 

だ
。〈
五
文
節
〉

①
「
私
の
」
で
一
文
節
。
③
「
暑
い
」「
夏
よ
り
」
と
分
け
る
よ
。

ヒ
ン
ト

　
単
語 

次
の
各
文
は
三
つ
の
単
語
に
分
け
ら
れ
る
。〈
例
〉
に
な
ら
っ
て
｜
線
で
分

け
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1
〈
各
完
答
２
点
×
３
〉

〈
例
〉　
犬
｜
が
｜
走
る
。

①
　
富 

士 

山
｜
に
｜
登 

る
。

②
　
コ 

ー 

ヒ 

ー
｜
は
｜
苦 

い
。

③
　
今 

日
｜
だ 

け
｜
休 

む
。

　
主
・
述
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
は
述
語
で
あ
る
。
こ
の
述
語
に
対
す
る
主

語
を
、　
　
線
部
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
２
点
×
３
〉

①
　
動
物
は
　
鳴
き
声
で
　
仲
間
に
　
危
険
を
　
知
ら
せ
る
。�

ガ
イ
ド

 
 

2

　

ア

②
　
あ
そ
こ
に
　
見
え
る
　
建
物
が
　
市
立
の
　
図
書
館
だ
。�

ウ

③
　
彼
女
は
　
彼
が
　
描
い
た
　
絵
を
　
買
っ
た
。�

ア

①
「
誰
が
」
知
ら
せ
る
の
か
を
考
え
よ
う
。
②
「
ど
れ
が
」
図
書
館
な
の
か
を
考
え
よ
う
。

③
「
誰
が
」
買
っ
た
の
か
を
考
え
よ
う
。

ヒ
ン
ト

123
ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

入試に出た
漢字 ①�ぜったい 絶対 あきらめない。　②�鳥の声をろくおん 録音 する。　③�次の角をさせつ 左折 する。

　
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
は
、
ど
の
言
葉
を
修
飾
し
て
い
る
か
。

　
　
線
部
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
４
点
×
３
〉

①
　
赤
い
　
折
り
紙
を
　
使
っ
て
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
　
作
る
。� ガ

イ
ド

 
 

2

　

ア

②
　
こ
の
　
本
は
　
私
の
　
い
ち
ば
ん
の
　
お
気
に
入
り
だ
。�

ア

③
　
今
朝
　
二
台
の
　
車
が
　
猛
ス
ピ
ー
ド
で
　
通
過
し
た
。�
エ

　
　
線
部
と
　
　
線
部
を
つ
な
げ
て
、
意
味
が
通
る
も
の
を
選
ぼ
う
。

ヒ
ン
ト

　
文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
と
　
　
線
部
の
文
節
の
関
係
は
、
あ
と

の
ど
れ
と
同
じ
か
。
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

〈
５
点
×
４
〉

①
　
ま
ず 

自
分
で 

考
え
て 

み
る
。�

ガ
イ
ド

 
 

2

　 

ウ

②
　
彼
に
は 

明
日
、
ぼ
く
が 

説
明
す
る
。�

エ

③
　
父
と 

母
が 

試
合
の 

応
援
に 

来
る
。�

ア

④
　
今
回
の 

目
的
地
は 

か
な
り 

遠
い
。�

イ

　
ア
　
私
は 

ト
マ
ト
と 

レ
タ
ス
が 

好
き
だ
。（
並
立
の
関
係
）　
　

　
イ
　
駅
ま
で 

ゆ
っ
く
り 

歩
く
。（
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
）

　
ウ
　
静
か
に 

い
す
に 

座
っ
て 

い
る
。（
補
助
の
関
係
）　
　

　
エ
　
今
日
の 

波
は 

お
だ
や
か
だ
。（
主
・
述
の
関
係
）

4

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

ア

イ

ウ

エ

5

①
「
富
士
山
」、
②
「
コ
ー
ヒ
ー
」

は
一
つ
の
単
語
だ
よ
。
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100
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年

　
　
　組
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名前

おさえようA

24
文
の
組
み
立
て
を
学
習
し
よ
う

50 学習日　　 月　　 日　　ガイドp.48・49A

解答・解説集

　
言
葉
の
単
位 

次
の
文
章
は
、
言
葉
の
単
位
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
空
欄
①
～
③

に
当
て
は
ま
る
語
句
を
書
き
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 

p. 

48 

1
〈
４
点
×
３
〉

＊�

言
葉
の
単
位
は
五
つ
あ
る
。
最
も
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
る
と
、

　
文
章
（
談
話
）�
→�
①

�

→�

②

�

→�

③

�

→�

単
語�

と
な
る
。

�

①
　

段
落
　
　
②
　

文
　
　
③
　

文
節

①
～
③
に
は
「
文
」「
文
節
」「
段
落
」
の
ど
れ
か
が
入
る
よ
。「
段
落
」
は
い
く
つ
か
の

「
文
」
が
ま
と
ま
っ
た
も
の
。「
文
」
は
い
く
つ
か
の
「
文
節
」
か
ら
で
き
た
も
の
。

ヒ
ン
ト

　
文
節 

次
の
文
に
つ
い
て
、
正
し
く
文
節
に
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1
〈
４
点
〉

ア
　
私
は
母
と
／
駅
に
／
行
く
。�

ウ

イ
　
私
は
／
母
と
／
駅
に
行
く
。

ウ
　
私
は
／
母
と
／
駅
に
／
行
く
。

エ
　
私
／
は
／
母
／
と
／
駅
に
／
行
く
。

「
文
節
」
は
、「
ネ
」
を
入
れ
て
区
切
れ
る
ま
と
ま
り
。「
私
は
」
は
一
つ
の
文
節
だ
よ
。

ヒ
ン
ト

12

　
単
語 

次
の
文
に
つ
い
て
、
正
し
く
単
語
に
分
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

1
〈
４
点
〉

ア
　
遠
足
／
の
／
グ
ル
ー
プ
／
を
／
く
じ
で
／
決
め
る
。�

イ

イ
　
遠
足
／
の
／
グ
ル
ー
プ
／
を
／
く
じ
／
で
／
決
め
る
。

ウ
　
遠
足
の
／
グ
ル
ー
プ
／
を
／
く
じ
／
で
／
決
め
る
。

エ
　
遠
足
の
／
グ
ル
ー
プ
を
／
く
じ
で
／
決
め
る
。

　

文
節
に
分
け
て
か
ら
、
さ
ら
に
単
語
に
区
切
ろ
う
。

ヒ
ン
ト

　
文
の
成
分 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
の
文
の
成
分
を
、
あ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

2
〈
５
点
×
３
〉

①
　
調
子
が 

悪
い
。
だ
か
ら
、
無
理
は 

し
な
い
。�

① 

エ
　
② 

ウ

②
　
う
れ
し
い 

知
ら
せ
に
、
笑
み
が 

こ
ぼ
れ
る
。

③
　
親
し
い 

友
と
の 

会
話
は 

い
つ
も 

楽
し
い
。�

③ 

イ

　
ア
　
主
語
　
イ
　
述
語
　
ウ
　
修
飾
語
　
エ
　
接
続
語
　
オ
　
独
立
語

　
文
節
ど
う
し
の
関
係 

次
の
各
文
中
の
　
　
線
部
と
　
　
線
部
の
文
節
の
関
係
を
、
あ
と

か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ガ
イ
ド

 
 

2
〈
５
点
×
３
〉

①
　
北
か
ら 

風
が 

吹
く
。�

① 

ア
　
② 

イ
　
③ 

カ

②
　
新
し
い 

靴
を 

履
い
て 

学
校
に 

行
く
。

③
　
常
に 

予
備
の 

電
池
を 

置
い
て 

い
る
。

　
ア
　
主
・
述
の
関
係
　 

イ
　
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係
　 

ウ
　
接
続
の
関
係

　
エ
　
独
立
の
関
係
　
　 

オ
　
並
立
の
関
係
　
　
　
　
　 

カ
　
補
助
の
関
係

345

主
語
と
述
語

修
飾
す
る
・
修
飾
さ
れ
る

前
後
を
つ
な
ぐ

他
の
文
節
と
直
接
関
係
し
な
い

文
節
ど
う
し
が
対
等

下
が
上
に
意
味
を
添
え
る

④�違いをきょうちょう 強調 する。　⑤�野生動物のほんのう 本能 。　⑥�収入がばいぞう 倍増 する。

  p.25

「
遠
足
の
」
は
二
つ

の
単
語
に
分
か
れ
る
よ
。

48-53_2023shutoku-kiso-koku_UMD_F1.indd   4848-53_2023shutoku-kiso-koku_UMD_F1.indd   48 2022/07/06   10:412022/07/06   10:41

ネ

ネ

ネ

本誌p.48〜49

補
助
の
関
係

主
・
述
の
関
係

並
立
の
関
係修

飾
・
被
修
飾
の
関
係

ま
ず
文
節
に
分
け
る
と
「
遠
足
の
／
グ
ル
ー
プ
を
／
く
じ
で
／
決
め
る
。」
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
意
味
の
わ
か
る
部
分
と
わ
か
ら
な
い
部
分

に
分
け
る
と
単
語
に
区
切
れ
ま
す
。「
遠
足
」
も
「
の
」
も
一
つ
の
単
語
で
す
。

「
彼
が
」
は
「
描
い
た
」
の
主
語
で
あ
り
、「
買
っ
た
」
と
い
う

動
作
の
主
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
富
士
山
」
は
一
つ
の
山
を
指
す
固
有
名
詞
な
の
で
、

「
富
士
／×
山
」
と
分
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

段
落
は
初
め
に
一
字
を
下
げ
て
書
く
ひ
と
ま
と
ま
り
の

こ
と
。
文
は
最
後
に
「
。」「
！
」「
？
」
が
付
き
ま
す
。

①
「
風
が
」
＝
〈
何
が
〉、「
吹
く
」
＝
〈
ど
う
す
る
〉
の
関
係
で
す
。

②
「
学
校
に
」
は
「
行
く
」
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
今
朝
二
台
の
」「
今
朝
車
が
」
の
よ
う
に
「
今
朝
」
と
ア

～
エ
を
直
接
つ
な
げ
、
意
味
が
通
る
も
の
を
選
び
ま
す
。

「
私
は
ネ
／
母
と
ネ
」
の
よ
う
に
「
ネ
」
を
入
れ

て
自
然
に
読
め
る
と
こ
ろ
が
文
節
の
切
れ
目
で
す
。

「
コ
ー
ヒ
ー
は
ネ
」
と
文
節
に
区
切
り
、
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
意
味

の
わ
か
る
部
分
と
わ
か
ら
な
い
部
分
に
分
け
る
と
「
コ
ー
ヒ
ー
」

と
「
は
」
と
い
う
単
語
に
区
切
れ
ま
す
。
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